
　　　　

令和８ 年 2 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 子どもの人権や主体性を尊重し、子どもの最善の利益を図るため、保護者や地域社会と力を合わせて子どもを主体とした福祉の推進に積極的に取り組みます

事業所名 ルック未来 作成日支援プログラム

五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）を刺激しながら認知機能の発達を促す
形や色、数、大きさ、重量などの概念理解に努める
認知の偏りや個々の特性を配慮しながら、こだわりや偏食に対して支援を行う

物事と言葉が結びつくような色々な体験を通して言語の幅を伸ばす
文字や写真、表情、ハンドサインを通して思いが伝えられるようにする
会話を通じて相手の気持ちなど相互的なコミュニケーション能力を伸ばす

人との関係を意識し、信頼関係が築けるように支援を行う
ルールがる遊びや協同遊び等を通して社会性や対人関係を意識して生活できるように努める
調理実習やおやつ作り、集団活動を通して将来への自立や就労につながるように努める

支援方針 多様な活動、体験、体感ができる機会の提供を通じて、現在抱える子どもの困りごとや生き辛さを改善し、子ども達が自分らしく生き抜く力を育み支える

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 春：お花見、散歩、地域の公園へ外出、庭遊び　　夏：プール、夏まつり、　　秋：周年パーティー、ハロウィンパーティー　　冬：雪遊び、クリスマス会、初詣、卒業式

家族支援
お子様の発達状況を相互に理解し合えるよう、こまめな気づきの共有と情報交換
を実施します

移行支援

ライフステージの切り替えを見据え必要な準備を本人、保護者、関係する人と一
緒に考えていきます。移行する前後の事業所等と連携し支援内容や取り組み、本
人や家族の意向、支援の中で大切にしたいこと等を共有し引継ぎます。本人と保
護者が次のステージに安心して移行できるよう支援します。

地域支援・地域連携

相談支援事業所、子どもが利用する他事業所や学校等と日常的に情報共有を行
い、密な連携を図る。
散歩や外出支援を通して、事業所近隣地域の環境を知り交流を図れるようにして
いく

職員の質の向上

全体会議、事業所内研修、外部研修を行い各職員の能力や資質の向上を目
指します。感染予防、防災、防犯、虐待防止、身体拘束防止、緊急時の事
故対応、事故防止に対する研修・訓練を定期的に行い、支援の改善と向上
を目指します。

支　援　内　容

心身の健康の把握のための定期的な健康チェックを行い、状態を把握
睡眠、食事などを把握し、生活リズムの安定を図る
衣類の着脱、排泄、食事など基本的な日常生活動作の習得

食事や活動時などの日常生活の中での姿勢保持の安定
感覚の偏りや過敏、鈍麻に対して個別で対応し落ち着いて生活を送れるように調整を図る

本
人
支
援


